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【目的】超分子化合物[2]RotaxaneはCrownether環 (Weel部)と直鎖状構造 (Axle

部)からなる｡共有結合やイオン結合などの結合を持たず､あたかも1つの分子

として存在している分子であり､その2つの構造物は分子内運動を行うことが出

来る新規化合物である｡これまでの研究で､[2]Rotaxaneは腫癌細胞に対して用量

依存的に細胞増殖を抑制することが分かっており､アポ トーシス様細胞死を引き

起こしていることが示唆された｡また､[2]Rotaxaneの各構造物は単独では効果が

みられず､貫通 した状態で効果を示すことが分かっている｡このことから､

[2]Rotaxaneの腫癌細胞に対する影響に､この分子構造が関与していると考えられ

る｡そこで我々は､[2]Rotaxaneがヒト急性リンパ芽球性白血病細胞株に対して同

様の効果を示すのか､また､具体的にアポ トーシスの経路をどのようにたどるの

かを見ることにより新規治療法の可能性について検討を行った｡

【方法】ヒト急性リンパ芽球性白血病細胞株 (Molt-3)に[2]Rotaxaneを投与し､

6hr処理したサンプルを使用し､flowcytometryを用いてPropidiumlodineおよ

び AnnexinVの陽性細胞を測定した｡また､Westernblottingにより､Caspase

および IAPfamilyタンパク質の発現量を測定した｡

【結果及び考察】flowcytometryの測定結果から初期アポ トーシス､後期アポ トー

シスを誘導することが示唆された｡また､[2]Rotaxanel〃M～5〃M において､

C-IAPl､C-IAP2､Survivin､XIAP､LivinおよびCaspase-9の減少が見られ､cleaved

Caspase-9の増加が見られることからIAPfamilyの減少によりアポトーシスを誘導
する可能性が考えられる｡アポトーシス経路は多岐に渡るため､他の経路におい

てもさらに詳しく検討を行い､解析してい く｡


